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社会事業ならびに戦時厚生事業期に凝、ける、、

都市隣保事業研究の方法論的課鷺に？g蕎1、
F ＼

麻穿箏♀都　　川プ醇1’1康　裕

　1　はじめに

　3つの具体的な研究対象が小論の主題を規定しているひ

第1の対象は，二葉保育園（今日までの83年の歴史のう

ち，大正5年，二葉幼稚園→二葉保育園改称，新宿分

園設立以後，昭和20年敗戦まで）であり，第2は1東京

帝大セッルメント（大正13年6月～昭和13年2月），∵そじ1

て第3は，帝大セツル閉鎖以後そめ諸施設を移譲され開

設された愛育隣保館（昭和13年7月～喀和2q璃ゆ』で

ある。まずここでは，各事業の性格を問鞄ず1；孔郵劃転

を「都市隣保事業」と総称する。つ部も芦こ鴫らの施設

の存在した時代を日支事変（昭和壌年7・月）．を境に分け，・τ

その以前を「社会事業期」1），以後を「戦時厚生事業期」2）

　　　　　　　　　』 ：忘 こ』ご』7ご・ぴ』蔑 1㌔ドi　　は
　とする。そラす萎も㊥；葉保育園ヲ社会事業期・戦時

　厚生事業期，②帝大セッ歩メント声社会事業朔，③愛育

　隣保館呂戦時厚生事業期ど声時期別分類をすおことがほr

闘能となり声憾弊鷹琳顛1ゆわけ嚇
　会事業期から戦時寧生事業期書ご移行ずる晴期に・同じ駕

　物設備を利用しな餐う事業専体を歪苑た，』帝禾セツルメ

　ント→愛育隣保館の歴史は，各時期の社会的背景をき餐

　だたせるた夢には許格好の素材どなるか河　1：』l

」　小論は，これら客施設吏あ構成に先立啄予備的学智

．銑緯ノートし焼のであ礁 そ撤ま主として融

適鰍φ方齢の探究に関わっている。

餌舞志鱒をめぐ・て～鯨肺の謝査

表1　略年表
　『』

年 二葉保育園 帝大セツルメーント』 八・唱べ黛憂蔓育、F隣11保館

明治33 私立二葉幼稚園開園（麹町下六

番町）野口幽香園長

39
四谷鮫ケ橋のスラムにご料地無

料拝借，移転

大正2 野口幽香園長，徳永恕主任ら市

内のスラム街視察

！、．

5 二葉保育園と改称，救済事業と㌃
・し七内務省に所属。豊多摩郡南

町（新宿区旭町）のスラム1と分 、う

園設立

〆

8 新宿分園附近の不就学児のため

に小学部附設。卒園児，外園児

のため土曜学校，火曜学校を開

設 ；　1　許　　　ド
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表1　略年表つづき

年 二葉保育園 帝大セッルメント 愛育隣保館
大正10 新宿分園の住所は四谷区旭町と

なり市の行政区画に入るg小学

部は東京市鮫ケ橋尋常小学校分

教場となる。翌年市の学校とし

て移転

東京府社会事業協会より地域隣

保事業奨励のため二万円の寄付

をうける

11
小学部のあとを図轡室として少

年少女クラブを作り，学童保育

をはじめる

夜間治療部を開設

廉売部開設

1夜間裁縫部開設，授産事業も行
甲

つ

鮫ケ橋本園に母の家開設

12
関東大震災し鮫ケ橋本駄破潰， 震災を契機にセツルメント創設

新宿分園類焼，復興と被災者の の気運ρスラム街実地調査。セ

救護にあたる ッルメント事業として成人教育

部，調査部，児童部，医療部，

相談部，市民図書部の六部を定

む。末弘厳太郎・穂積重逮教授

が主として指導。末弘厳太郎代

表

13
新宿分園再築 本所区柳島元町にセツルメント

母の家新館建築 ハウス建築落成

徳永恕，東京連合婦人会の役員 児童図書室開設，児童部事業開

となり社会活動を指導 始

労働学校（旧専科・中等科）開設

医務室創設

相談部創設

14
市民教育講座開諺

調査部工場調査

自由労働者クラブ設置

15
労働者教育協会に加入

柳島元町戸口調査報告（以後ほ
ぼ毎年）

レジデント部屋増設

託児所開設

学内自由擁護連盟加入

法律相談部調停開始

柳島押上家庭調査

消費組合運動開始

市民教育部図轡室開始
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川西：社会事業ならびに戦時厚生事業期におけ る都市隣保事業研究の方法論的課題について

表1　略年表つづき

年 二、葉 保育園 帝大セツルメント 愛 育隣保館

昭和2 ・児童会館落成・∴

消費組合店舗開店

3 鮫ケ橋本園に大正天皇葬場殿の 柳島消費組合，野田争議ならび

一部の下賜をうけ本館改築 に亀甲萬醤油ボイコットに対す・、 ・1　・

母の家増築 る批判演説会　　　　　　　　　　　　』
ラ聖：r∴　　　　　レ

東京府社会事業協会の手を経て 機関誌「組合員」の発行

米の廉売を開始 江東地方四組合懇談会

児童部家庭調奮（以後ほぼ毎年）

4 東京児童指導者会主催共同キャ

ンプ（多摩川〉・に参加 （以後毎
き一

年）

5・ 伊豆地方の震災に際し，東京連 少年労働者教育部創設

合婦人会を代表して現地に臨時 府下各社会事業団体と共同して

託児所開設 年宋無料診療

6 徳永恕園長就任 維持会員募集

巡回法律相談

r’ セッルメント解消問題に関する

声明欝

7 新宿分園にて地域の木賃宿やス 労働学校第24期開校，間もなく

ラタの人々のために五銭食堂を 閉鎖

開設　 母の会，政府払下米の廉売

附近の夜学校学生のための弁当

作り開始

8 本館改築

東京私設社会事業連盟の共同募

金に参加

「児童問題研究」創刊

江東読書クラブ生る

セッルメント規約改正・

穂積重遠教授代表

9
市民教育部エスペラント講座開 皇太子誕生の祝宴において斎藤

始 実総理に御沙汰書「皇太子殿下

関西風水害救護活動開始 御誕生二際シ本邦児童及母性二

対スル教化並二養護二関スル諸

施設トシテ金75万円下賜候旨御

沙汰アラセラレ候』伝達

宮内，内務，文部，拓務の四大

臣が協議，「恩賜財団愛育会」創

立，清浦奎吾会長，関屋貞三郎

理事長。穂穣重還理事となる
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表1　略年表つづき

年 二葉保育園 帝大セッルメント 愛育隣保館
昭和10 私立二葉保育園を財団法人二葉 法相部， 法律常識講座開講

保育園とする。徳永恕理事長

深川区海辺町に母の家本位の分

園創設，託児所併設

日曜学校，子どもクラブ，夜学

校給食を始む。原藤英子主任

11
託児部保育時問延長，時問外保

育を始む

穂積重遠本会代表を辞退

12
第二次改築

13
閉鎖 帝大セツルの解散に際し，理事

会評議員会の決議を経て該施設

を譲り受け，愛育隣保館の名称

の下に，隣保地域内居住の児童

並母性ノ教化並養護二関スル諸

事業を開始する

保育部，学童部（学童保育）両部

の母に対する母性強化，健康相

談，教養相談の各事業を開始

広瀬興館長に就任

14
多摩川夏季転住保育に参加

学童部の中等部高等部を愛育少

年少女団とする

母性愛育講座開始

15
愛育事業従事者養成事業として

戦没者遺族保育所保母養成講習

会を開催

農繁期保育所保育実習

愛育村保健婦再教育講習会開催

江東愛育連盟保母講習会開催

16
地区町内会との連絡提携緊密化

を図る

17
隣保強化事業として，青年団，

女子膏年団等各種教化の会合に

会場を提供し，また隣組等の指

導を依頼せらる

19
東京都長官の懲悪により，従来

の保育事業を一部休止し，戦時

託児所を開設する（7月）

11月，幼児を埼玉県平野村疎開

保育園に移す

一258一



川西1社会事業ならびに戦時厚生事業期における都市隣保事業研究の方法論的課題について

表1　略年表つづき

♪年 二實保育園一 帝大セヅルメソド 愛育慨保『館・「

昭和、20 東京大空襲に・より母の家深川分1、 － 東京大空襲に1より焼失・、

園焼失

鮫ケ橋本園強制疎開，その後本 ！二・　　　　　　　　　　　　㌔”
　　　　　　　　）’

園も空襲により燐失
新宿分薗奇蹟酌忙焼失をまぬが べ

れる。引揚者〆 浮浪者，戦災孤
児』瑚嬢の相欝援諏あたる

『　　　　．ノ』

』

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　ノ　　
　資糧『徳永恕鱗磐脚串∬棘帝大セツルメ、挫計年史』『鵬財団群鱒揮貨」！各働

　本章では1行政所管課多各絶輩理解を検討する魁そ　　　　　　　　　遣所1徒弟教肇弁ラ・享子奉公人敦育所戸

の前提として，各施設の概略をまず把握する必要があり，　　　　　　　　訴訟相談所ド児童体締痺葦所を経鴬す。

略鞭を作成することとした（表1）・きわめて短時間の　　　又騨騨越系』軸絆稼，1中短

うちに徹卿で騨“轡’ことと思や轡～』．　　子英輪糊鱗 繍ン1櫛次
その大要ほ知られよう乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 芸蓼携翠の園（幼稚脚ン 母Φ会・ま1曜

　さて，年表により一応の概略を珪解したこととし，行 　　　　　　講演を為す。　　 ．三 」ポ 1、

政所管課がこれら各施設をいかなる事業体として認識「∵：こ ②写教世軍母会韓卑部・

廉翰（繍轡醗騨査　嗣．醗翌漂騨脊町五＋五番地i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経営｝日轡脚緯事郷
111

難講鵬囎灘藁欝騰∬甲業）籠会饗堕堺脚騨遊醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，三、薄購離騨館騨及蝉救騨業を
に基づいて編まれたものであり，東京市内の社会事業団’

体を13の大項目と30の中項目によって分類してある（表

蕪艦趨鷺鉱冊罷購藁 a『昭和 趣韓騨働吻』昭和・年1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月 　l

壌四恥1』’い 激マヒ、

’1）備」の項1こおさめられており・「4防貧騨2）隣本聯蝉r社会騨補助」1紹和2年腺おいて東1

保事業仲には含まれていないことか軋この当時はま京市の補助骸難畷群デの韓翻が記載されて

紙行政陥課麟縣業とし留知されてし’なかったおり・二葉騨園鱗撫験r託躾他↓ 帝大セツル
と理解される。　　　　　　　　　　　　　　　　　メントは「隣保其他」とされているひなお，補助金交付

ちなみに・本雛おいて隣保鱗鰍と して紹介され団体は翻（そのうちr騰其他」．i2），｝補雌鱒吻

でいるのはゴプロテスタント●キリスト教を背景にもつ　2百円であづた5…

iっぎの2施設である。

①』鯨三崎会館∵rr蚊　’　　・3凍肺社鍋r鯨納編蝉彙鰍一覧畑和：
　　（所在地）．神田区三崎町一丁目四番地　　　　　　　　　、8年4月　　　i 岸、、 ，

、．

　　（設立）　明冷42年 、　　　　　　　　　　　　　1本書は，東京市設にっいては昭和8・年2月現在，その、

（経営） 男綴ス杢伝道会脚遡ll繍嚇ゆ鯛鵬4舶瞭卿騨・
（　）ウ　今，アキス・ング　。灘轟撒欝轟認示篇轍

　　（事業）社会殖鱒糀主とす・　　　 つて鱒しでい礁9晦賜、
， 、．、

　　　　　　本館は社会事業として奈韓樋遊園 』吻ち二葉保育園脳綿童保護轍鞭野
　　　　　　（学童クラ琳わち脚蝉館φ態賓鋤期備是偲艦靴韓で麟保ゴあ項
　　　　　　きもの一緒）・託肌慰鰭麟派に識さ礼r隣縣業↓とし聰知をうけている』転
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セツルメントは「8．社会教化箏業　1）隣保　3）教化

5）労働者教育」の項に記載されている。本書中「隣保」　　4．東京府学務部社会課『東京府管内社会事業施設要覧』

におさめられた施設は計61，同じく「社会教化事業」に　　　　昭和9年3月

おさめられたものは計106（重複含む）ある。　　　　　　本書は大体昭和8年6月現在（その後の異動加除訂正）

表2　『東京府管内社会事業施設要覧』昭和9年3月より

名　　称 東京帝国大学セッルメント 二葉保育園 二葉保育園分園

所在地 本所区横川橋4の1 四谷区元町66 四谷区旭町4

電　　車
　　話

市電，押上
田（74）3509

市電，信濃町
谷（35）6300

市電，新宿3丁目
谷（35）5067

経営主体 東京帝国大学セッルメント 二葉保育園 二葉保育園

経営主体
在地 本所区横川橋4の1 四谷区旭町4 四谷区旭町4

代表者 末弘厳太郎 徳永　恕 徳永　恕

主任者 佐瀬六郎 徳永　恕 徳永　恕

従事員 男7名兼57名　女3名 女9名 女12名

組織及
　　教 会員組織 個人経営・キリスト教 個人経営。キリスト教

事業麺目 隣保事業 隣保事業 隣保事業

事業項目

人事法律　1日平均取扱数2件
　　談　（毎週火。金ノ両日）

　　療　1日平均外来患者45
　　名（実費徴収）
児保育　7月現在々籍　77名
　　（月謝1円）
働者　労働夜学校
　　育　1日平均出席　12名
　　化　市民教育部，講演会，

　　少年教育部，児童部
　　　総延人員2、500名
ノ会　出席数103名，会費

　　月10銭（会員二限リ
　　白米廉売）
康会　会員400名

　　　診療ノ便宜ヲ計リ医
　　療費ノ貸付等ヲモ行

　　フ

乳幼児保育　　　　　　206名

年少女倶楽部　　　　60名
曜学校　　　　　　　80名
子ホーム（二葉保育園母の家）

　　　　54家族　165名
事相談部
　産　部

費　部

幼児保育　　　　　　　30名
年少女倶楽部　　　　50名

書室
事相談
米廉売

銭食堂　　　1日平均150名

基本財産 1，400円

其他財産 300円

財　　源
会費，寄附金，助成金，事業収 事業収入，寄附金，補助金 事業収入，寄附金，補助金

土　　地 241坪99借地料月68円 870坪無償借地 200坪借地料月60円

建　　物 185坪20　10．000円 449坪10　24．955円50 151坪　19，000円

決　　算 9，669円23
収入24，972円64
出18，762円98

二葉保育園参照

予　　算
収入　3，723円

出10，500円
18，535円 二葉保育園参照

沿革大要

大正12年9月罹災民応急救済ノ

大学生救護団トシテ生ル，同

3年6月現在地二新築，漸次発
今日二至ル

明治33年1月10日麹町区下六番
二開園，後現御料地ヲ拝借，

次事業ヲ拡張シ，今日二至ル

設立大正5年12月11日
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川西＝社会事業ならびに戦時厚生事業期における都市隣保事業研究の方法論的課題について

調査に基づいており，二葉保育園ならびに帝大セッルメ

ントは衷2のごとく記載されているが，ここで「事業種

目∫は，両者とも「隣保事業」である。また調査日当時

の窪蛍組織にっいて，・二葉ば「個人」であり｝帝大セヅ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、ルは「会員組織」であることに準意しておきたい。

5，東京市社会局『東京市内社会事業施設調査・（東京市・

　設ヲ除ク）』昭和11年3月

本書は， 昭和10年工0月f日～ 12月宋日に実施された社

会事業施設調査および施設利用者調査の報告書である。

調査対象は，東京市経営のものを除いた522施設（市内

511個所，市外11個所，各種事業の重複を含む）であり，

その内訳はうぎのとおりぞある（表9に分類項目のみ再

掲）。

　　　　育　児　事　業
　　　二乳： 児．哺育事・業・、

　　　　幼児保育事業
　　　　児童健康 相談事 業

　　　　盲聾』唖児保護事業

　　　1．不員摩戻児保誰事業

　　　・猜神薄弱児保護事業

　　　　吃音こ 矯正事業
　　　　盆、児・教育∫事業

　　　虐待児童保護事業
　　　少年・保護 事 業

社会教化施設　き．

　　　隣 保　事　業

10

71

13

13

1、

2
2
2

’7

22

51

一般救護施設

　　　　人事相 談事業
　　　　養　老　事　業
　　　　母子ホーム事業
　　　　父子ホーム事業
　　　　窮民救助事業
　　　　軍事保護事業
　　　　助 葬一事業

ご

　　　　司法保護事業”
経済保護施設

　　　　宿　泊　事　業
　　　　　｛　　　　　　無料宿泊所
　　　　　　　　　　　　有料宿泊所
　　　　　　婦人宿泊所
　　　　簡易食堂事業・
　　　　公益質屋事業
失業保護施設

　　　　職業紹介事業
　　　　授産並職業輔導事業
「

医療保護施設

　　　　施療並軽費診療事業

　　　　施療並軽費病院事業

　　　　精神病院事業
　　　　結’核診療事業』

　　　　結核療養事業
　　　　癩療養 事業、・

　　　　性 病予防事業
　　　　中 毒予 防事業
　児童保護施設

　　　　妊産婦保護事業

施設数

　8

　6

　工1

　2

　8、
　16

　1∵
　14

14

23

8
12

9

12、

29

76”

21

9
3
8

24

　　　　1労働者教育一事業　　ド　　 　2

　其ノ他ノ施設ベレ”　 ド” 　　　　　　1
　　　　　　　

・：ご

　　　　　　　　　　　　　　計　 522、

　　　　にに　　　　　　ノの
、？ぎに，「隣保事業」について俗み調李結果の概説と統

計表を掲げる。表3にみるとおり，二葉保育園および帝

大勺ツルメントは当該事業として記載されて1ヤ、多ρ・、表

ぐ～表8は，隣保事業の経営組織別に，』土地，司建物， 収

支状況．（予算制の採否含）および従事員数にっいて調査

結果を分析．したものである。 二葉保育園はこの時期財団

法人化を完了 しているく昭和10年3月）．のでゲ経営組緯

の内訳のうち「法人」／lに含まれる♂

　　　　社 会1教．化　施　設　．

　　　　　・7隣曝事業 』こ　　　、
・本事業は，欧洲大韓によるr瞭生活の不安並思想の動揺、

に照応して顕著な発達を見，次いで関東大震火災後急激に

その数を憎加するに葦り，現在1ま本市設を除き凡そ51施除

を数える。

　4に本雛業の概況を早るにF絶段り規換Φ大小，近隣の

囎等によりもとゆ蝦が邸が・騨対象51施設に於
ける12月中一回取扱入員は次衷に示すが如くであって，即

ち，乳幼児保護人員3；も95名，職業細介人員76名∫各租

相談人員641名，課外学校収容入員1，637名．窮習及講演

会収容人員5，216名1♪教化修養111868名『，図書館文庫利用

人員951名，催物其他収容人員6，149名，診療部387名，i二

其他の取扱人員4・514名等であり，班業内容はかくの如く

極めて広般に亘り，親しく近隣居住者と接触して精神的並

経済的指尋援助をなし，各々芽の対象㌣区ゆ生活向上に勲

からず貢献してゐる。
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表3隣保事業
　　　　（昭和十年十二月中一回取扱人員）

第19集

施　　　設　　　名 乳幼児
護人員

職業紹

人員

各種相談

　　員

諏外学校

容人員

警習璽収容人員 教　化

修　養

図書館及
庫利用
　　員

催　　物
ノ他

容人員
診療部

其億取扱

　　員

施　　設　　欝　　（51） 3，695
76 641

1，637 5，216 1，868
951 6，149

387
4，514

一　施　設　当　り　平均 12．45 夏．49 12．57 32．29
10a27 3a36

1＆65 120．57 7．59 88．51

束　京　三　崎　会　館
49

一
2

一 一 一 一 一
13 43

大　　正　　婦　　人　　会 78
一

11
一 一

41
一

43 56
一

三田学閲セツトルメソト
50

一 一 一
30

一
28 170

　　一 一

二　　葉　　保　　育　　園
113

一
3 76

一 一 一
64

一
100

同　　　　分　　　　園
74

一
10

一
41

一 一 一 一
50

四　　恩　　瓜　　生　　会
80

一 一 一 一 ｝ 一 一
38

一

小　　石　　川　　学　　園
144

一
35

一
60

一 一 一 一
120

知　　　　徳　　　　会
102

｝
4 75 14 鼠35 48

一 一 一

基　督　教浅草会館
122

一
3 14

一 一
40 300 39 6

愛国婦人会隣保館
109 55 31 20 129

一
且12 110

一
20

婦人セツ　トルメ　ント
62

一
20

｝
110 45

一
150

一 一

本所基督教塵業青年会
84

一
3 65 80 60

一
100

一
1，295

東京帝国大学セツトルメント 78
一

8 50 30
一

里5

｝
35 100

救世軍社会殖民・館
121

一
2 97

一 一 一
70

一 一

光　 の　　友　　社 一 一 一
20 35

一 一 一 一
25

來　京　児　童　会　館
82

一 一 一
267 65

一 一 一 一

猿　　江　　善　　隣　　館
67 2 19 104 149 35 53 520 亘9 194

深　川　仏　教　会　館 10L、 一
4

一
30 40

一 一
■　一

56

育　　　　心　　　　会
66

一 一 一 一 一 一 一 一 一

明　　照　　社　　会　　館
51 4 2

一 一
160

一 一
15 12

深　　川　　会　　館
71

一 一
50

一 一 一 一
13 40

東．京府大井隣保館
131

一
25 65 176 190 123 545 30 959

來京府大井隣保館分館
43

一
6

一
50 16 29 150

一
49

暁　　　星　　　学　　　園
62

一
3 47 4

一
40

一 一 一

荏　　　原　　　学　　　團
52

一
1 118 37 24

一 一 一 一

有　　　　隣　　　　園
66

一
17

一 一
70 58

一 一
36

修　養団野方　学院
69

一
10 22 71 115

一 一 一 一

束京府和田堀隣保館
102

一
32 45 20

一
20 650

一
124

西　　　窓　　　学　　　園
59

一
．2 30 15

一 一 一 一
一　　　r

マ　ハ　ヤ　ナ 学　園
87 5 17 27 28 165

一
60 19 8

同　　 　　分　　　　園
62

一 一
120 70 40

一 一 一 一
雲　雀　谷　自　由学園

128
一

54
一 一 一 一

119
一 一

内　』鮮　　媚　　人　　会 43 ■　　　　＿ 2 13
一 一 一 一 一

7

内　鮮婦人　会分　館
206

一 一 一
284 48

一
97

一
75

慈　　光　　学　　　閲
63

一
4 82 122

一 一 一 一
32

南　千　住　学　園
78

一
2 72 26

一 一 一 一 一

束京府南千住隣保館
107

一
50

一
200 70 93 438

一
79

隅田川水上隣保館 一 一 一 一 一 一 一
537 3 83

築地本願寺仁風会館
66

一
10 17 100 40 重4 21

一
29

上智力トリックセツトルメント
58

一 一
132

一
9 30

一
64 26
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川西：社会事業ならびに戦時厚生事業期におげる都市隣保事業餅究の方法論的豫題について

表3　隣保事業っづき

施　 』設　　名

　、㌧

1乳幼児

謹人員

職彙紹

人員

各種相啖

　員

課外学校

容人員

’講習『及＝

演会
双容人員、　　、　　1

教モr化

及、
養

図書館及
文庫利用’

　尽、

催　物其ノ他ノ

容A員　　㌧■

診療部 其ノ他
扱人員

來京府 尾久隣保館
47

一 聯 ■　　　『 120・
一

130
一 一

20

日　暮　里　愛　隣　団 　　　　　　　　　　　　　一　　「
8 17 L 92 80 20 170・ 30

一　　　

185

東京府王子隣保・館 ξ1．5ポ1 一
．・し．25i’ 、　』F当『L’

420
。　　由 臥　．80モ 887

一
i127

敬　　　　隣　　　　園 ・73
一　　　　　1

5 　■　＿ ．20σ
一 一

・1400 L27』 「．一

松　　葉 　保　　育　　園 と59
こ＿ r1』・ 心 一

r　・」L彪＝， 1」一
　　＿ 　一 ＿■

1■　一　　

同　　　　隣　　　　園 50「
一

　　　 　　一　　　　　　 40〔 』44・ rり126、き1、
＿　　　　 「　　■＿

一 11　56
愛　　恋　　学　　・こ園 41・ ＝＿ 　　　　一

r” 」lll一

一
　　　　　＿ 　＿　　　　－ 一 一

「、

一
共　　　』励　　　」』館

36
　　　■　　＿ 　　　　　　　　　　　　　　　一

18r’・ 265
∵2マ1 「　　　　　　　、 ・600 ■　　　　　　一

興望館セツトルメント ㌔35
一・

2
・・

　　　 　■　　　　　　「　＿　　　 ♂03λ．
一

1　 3マ1 」58 16 iU36＄

愛　　　　清　　　　館

京府大島隣保館

46

7
一一

459 80

6
一1‘816

一
83

r1 r
　　　一

＾一1し 0
一［一

　｝　「そ》ノ

145

衷4　事業施設土地坪数

事　業　種 別

隣保事漿

　　計ド

千　分 比

　　　　　
ヤ

峡輝設当、、砂平堵．

法”』人
会　　’い寅’

個　　 　人1
其　　　他

施取数

51

．23

1．20

　6

2

て

二 土i 地

』計r

1151331

　4今70

301ゆ0

　9，571

　碗281
　1，441．1

　891

所靖地坪数

，7，797

21，71

15．2．88・

与1366

卑，121

　419
　891

ジ

　　　へ借・地坪i数

7，534

　1
「1肇8113

　4，20’5

『2，琶0 7

　1，022

表5　事藁施設建物構造別榛数
こ』II　一（F

事鶏踵別

億設臨

数

所　　　　　　　　　　　　　　1御　　 僧　　　　　　　　　　㌦翼　P・F

練紋 廷坪敗
木 　　　造　 ．映　　　　　筋 共　　 ・　 蝕　 ≒米’　　　透 鉄　1・㌧筋 『1其巨凸rン哩li

計

藁霞V

舷》

什
畏
曾）

二、階

貧V

三．

A糠）

四上
計、1

墨「

§

二

「計

婁食v 二■

A糠）
計

、翼

褒
）

二階

（練・V7

■ひ

羨’§

「；

隣像事霜、

舞

海　
Ar

、員
』こ

51

偽202

　田
．49

．3ゆ

δ4臥
5

鱒f・

鰯
．卸47

11

96

48

聰3

』＆158

4騰

“7

515

89

29

3s

29 ・働

■訓

「”

」

一一

一一

1－

一一幽

■一

　　　口

　一　　．　、

一

卜3■口

　　　　一

一

■　一

一　　　　■

’

　3
　・

　

二　2　一

　一

＿

　曽

　一
　　｝”r

　一
幽 、r：

胃

　一
一

　一
　一

胴一口

『一

　　　臼

麺夢獅鍵僻齢別棟数並施黙況

冨窺糧馴

縄鞍

敗

　、

紹　　　　　吻k　　　　母　　　　　舶（糠馴ゆ 総　　．㎏ぐ 』∫吠 辻、填 漉 1“ノ
宋　　　　　　遼 映　　　　　　筋 共　　　　　　惚 憂教駈競ノ獅鋼 過鳳状惣 鐵光択鱈

3愉

疎奨嬉 譲略 疎五貰蝿 二釜O＾嬉 談蜷 謬曜 墜嬉 誰曜 』香羅 談絶 談庵 謬磁

計

蓋乗・更廻

一索

螂

談蜷

馨
談曜 三量o（年磐

舞r

要施

ル投

要鷹
ナ1

紋
評

良臓’ 中奮

藷画
．呉． 中§

藷
51 99

3D

5
5

／92

29

55

闘5 彷、12

482

“3

・属6

1

8

6
2一一

　　一
6

1一一

5　

2　 3こ

　1

　　　一　

　 　　一

』』　一

1ン 　』　　一

’『

　　　　一　　　曹

　一

一

「』

　一　　　　　　

－

　　一

　一

一　　 　一 51
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　臼7’

随9

2
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3 』6

2
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2r 2

15　

‘　』6 ‘51

3鈎■52　’

Fの

0
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，，2
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表了　事業経費予算制採否別施設数

事業種別

施設計 事業経費ニツキ予算制ニヨル施設
事業経費ニッキ予算制ニヨラザル施設

施設

10年度予算 9年度決算 計 個人経済
共通

個人経済
分離

収　入 支　出 収　　入 支　出 施　設 施　設 施　設

隣保事業

　　　計

　　分　　比

施設当リ平均

　　　　　人

　　　　員
　　　　　人

　　　　他

51

一232062

46

一231742

958，552．17

　10．76

0，838．09

83，020．14

31，985．93

9，520．10

4，026．00

923，786．17

　10．38

0，032．37

48，254．14

31，985．93

9，520．10

4，026．00

962，732．87

　12．97

0，928．97

03，243．74

18．268ρ3

7，969．31

3，251．79

971，444．33

　13．25

1，118．35

11，955．20

18，268．03

7，969．31

3，251．79

表8　事業施設従事員数

従 箏 員 数

事　業　種別 施 計 有 給 無 給 其 他
設数

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

計
51 575 277 298 407 194 213 132 58 74 36 25 11

百　　分　　比 一 6．74 3．24 3．50 4マ7 2．27 2．50 1．55 0．68
087 0．42 0．29 0．13

隣 』施設当り平均 一 11．2 5．4 58 8．D 3．8 4．2 2．5 1．1 14 0．9 0．5 0．4

保事

法　　　　　人
23 265 133 132 220 114 106 26 7 19 19 12 7

業 会　　　　 員
20 237 94 143 135 50 85 96 42 54 6 2 4

個　　　　人 6 58 43 15 41 26 15 8 8
一

9 9
一

其 　　　他 2 15 7 8 11 4 7 2 1 1 2 2
一

6．東京市社会局『東京市内外社会事業一覧』昭和13年

　2月
本書は，第3節に紹介した昭和7～8年調査から約5

年経過している（東京市営は昭和13年1月末日現在，そ

の他は昭和12年12月末日現在で，その後の異動は加除訂

正している〉。分類項目のうち，大項目8は変化していな

いが，中項目が61と15ふえ，小項目も1ふえて6になっ

た（裏9に掲載）。本魯では，帝大セッルの名は消え（13

年2月3日），他方愛育会の諸施設が記載されているが，

発刊当時まだ愛育隣保館は発足していない。二葉保育園

ならびに新宿分園が「8．社会教化1）隣保」に含まれて

いる（隣保施設計84）。

7．厚生省社会局『隣保事業施設一覧』昭和16年4月

調査資料の最後に，昭和15年4月現在，各道府県報告

に基づく厚生省作成リストを紹介する。このなかには，

二葉保育園本園，新宿分園，深川分園の3施設が含まれ

ているが，何故か愛育隣保館は記蔵されていない。なお，

全国に隣保事業施設は370あり，内訳は公立91　私立

279である（東京は計81，公立16，私立65）。

8．まとめ

①二葉保育園は大正9年当時「隣保箏業」として認

　知されておらず，昭和2年当時も「託児所」として

　の認識が優勢であるが，昭和8年以後「隣保事業」

　として認知されている。深川分園は，昭和15年厚生

　省リストにおいてはじめて「隣保事業」と認知され

　ている。

②帝大セツルメントは，「隣保」のほか「教化jや

　r労働者教育」としても認知されている。これらの爾

　語の意味は検討を要する事柄である。

③　愛育隣保館は調査資料に現われなかった。

④同種の調査ばかりでないが，東京市内外の隣保事

　業施設数に相当変化がみられた（大正9年施設数

　2→昭和2年12→昭和8年61→昭和H年51→
　昭和13年84→昭和16年81）。

⑤　「隣保事業」は「防貧事業」（大正9年）から「社

一264一
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　　　川西：社会事業筋びに鵬脱聯期嬢りる都構保事業研究の方灘耀題について

表9　東京市社会局社会事業分類項目　　　　　　　　　　　　　”ド…．　コ　． ド　1、 一4．』、、旨　～・≦

大正9鶴12月『東京社会

業名鑑』

昭和8年4二丹『策京市内

社会事業施設÷蹴

　昭和11年3月『東京市内
社会事業施設調査（東京
・市設ヲ除ク）』・

楽施設のみ

亙昭和13年2月『東京市内

社会事業施設←覧』

、甲ρ“

工． 社会事業連絡並研究

　、機関・

‘一 社会事業機関

3．社会事藁経営援助機

　関
．・ 貧事業・

1）委員制度

［2）∫」懸
3） 人事相談’

．4）［公設市場

5）公衆浴場蚊理髪所

6）簡易食堂

7）公益質屋

8）・公設住宅

9）、宿泊救護

10） 職業紹介

11）授

児童保護事業

　、1）保1育

　2） 育　児』

3）感化教育

4）貧児教育

5〉・子守教育

6）徒弟教育

7）浮浪児教育

8）其　他
．特殊教育事業

工）白痴蚊低能者教育

2）盲唖聾教育
3）吃音矯正

，施薬救療勉妊産婦保

　護事業

　 1） 施薬救療勉病者慰

　　安、

　2）妊産婦保護

．窮民救助

1）窮民救助

2）罹災救助
3〉

養老
軌串獄人保護事業

0．軍事救護箏業

1．婦人救護

1）一般婦人救護

1．社会行政機関

，

社会事業機関　　　　　『

ユ） 委員制度

．2）連絡？調査・研究

　　機関

3）養成機関

4）後援機関

．一 救護機関
1） 人事相談事業1

2）養老院
3）窮民救助事業

4）軍事保護事業

5）罹災救護事業

6）助葬事業

7）養育院
．経済的保護施設

1）住宅供給箏業

　2〉公益市場
3）簡易宿泊所．・

4）簡易食堂

5）公衆浴場

6）公益質屋

7）小資融通

，失業保護事業

1）職業紹介

2）授　産
3）職業輔導

．医療保護施設

1）施療並二実費病院

2）診療所
3）精神病院

4）結核療養所
5）癩療養所

6）性病予防保護

7）慰　安
8）1災害共済

7i』児童保護事業

1）姐産婦保護

2）幼児保育・

3）・貫児保育

4）病弱児保護並二栄

　　養供給

5）児童健康相談所

1． r般救護施設

1）人事相談事業

2）二養老事業

3）母子ホーム事業

4）父子ホーム箏業

ン 5）窮民救助事業
6） 軍事保護事業

7）助葬事業

8）』司法保護事業
．’ 経済保護施設

　1）1 宿泊事藁・

。ql無料宿泊所

　｛21有料宿泊所

　（3）婦人宿泊所

、2）Σ簡易食堂事業

3〉、公益質屋箏業

3レ失業保護施設

1）職業紹介事業

2〉・授産並職業輔導事

　　7業二　、

．医療保護施設

1）施療並軽費病院箏

　　業

2）精神病院箏業

3）結核診療事業

4）癩療養事業
5）性病予防事業

6）中毒予防事業

．児童保護施設

1）妊産婦保護事業

2）育児事業

3）乳児哺育事業

4）幼児保育事業

5）児童健康相談率業

6）盲聾唖児保護夢業

7ア不貝廃疾児保護那

　

精神薄弱児保護事

　 ・業

9）吃音矯正事業

0〉貧児教育事業

1）虐待児保護箏業

2）少年保護事業

．工1 社会行政機関

乱2∴社会事業機関

　 1）．・方面委員制度

　2）連絡・調査・研究

　　　機関

　3）養成機関
　　4）後援機関

　　　〔11一般後援

　（21区社会事業後援

　③方面委員後援
3．一般救護

　1〉人事相談
　2）養　老

　3）母子並父子ホーム

　4） 窮民救助

　5）軍箏援護

　6）罹災救護
　7）助　葬

　8）司法保護

　9）其ノ他

．経済保護

　1）貸家貸間紹介

2）住宅供給

3）公益市場

4）簡易宿泊所
5）簡易食堂

6）公衆浴場

7）公益質屋

8）小資融通

．失業保護

1）職業紹介

2）授産
3）職業輔導

4）失業共済

5）海外移住
’ 二6） ：其ノ他 』1、・㌧ガ

宅医療保護減㍉

　3），施療並軽費病院

結核予蕨口1～
　脚結核相談、、　　　　　㌧モコこ一

こ
l
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表9　東京市社会局社会事業分類項目っづき

大正9年12月『東京社会 昭和8年4月『東京市内
昭和11年3月『東京市内
会事業施設調査（東京 昭和13年2月r東京市内

事業名鑑』 外社会事業施設一覧』
市設ヲ除ク）』※施設のみ

外事業施設一覧』

2）旅客救護 6）貧児教育並二就学 6．社会教化施設 12）結核診療所

3）監獄警察訪問 保護 1）＿懸＿ ③結核療養所

1a相互救済事業 7）児童鑑別審査 2）労働者教育事業 6）癩療養所

13．項　雑 8）少年保護 7，其ノ他ノ施設 7）性病予防

9）異常児保護 8）トラホーム予防

〔11盲人保護 9）中毒予防

（2）聾唖児保護 10）整形外科相談

〔3）吃音矯正 11）病院社会事業
項

㈲　精神薄弱児保護 7，児童保護

⑤其　他 1）妊産婦保護

8．社会教化事業 2）育　児

1）』腿 3）乳児哺育

2）矯　風 4）幼児保育

3）教　化 5）児童遊園

4）補習教育 6）児童図書館

5）労働者教育 7）児童健康相談

6）児童遊園及娯楽 8）児童相談

7）児童図書館 9）栄養供給

8）融　和 10）病弱児保護

9）司法保護 11）盲・聾唖児保護

12）不具廃疾児保護

13）精神薄弱児保護

14）吃音矯正

15）貧児教育勉就学保

護
目

16）虐待児保護

工7）少年保護

8．社会教化

1）隣　保

2）矯　風

3）教　化

4）融　和
5）補習教育

6）労働者教育

会教化事業」 （昭和8年以後）へ，その所属する上位

概念を移した。表9は，東京市社会局の用いた社会

事業分類項目を時期別に列挙したものであるが，大

t正9年曇ご「社会教化」なる項目は存在しない。

皿　社会事業期における「隣保事業』

前章において，各施設の行政上の分類を辿ってみたが，

そもそも「隣保事業」とは何であるかが了解されていな

かったために，不確かな理解にとどまったことは否めな

い。各調査報告中には，分類の前握となるべき用語の定

義が示されていないので，ここでまず，社会事業期（大

正 7．8年～昭和12年）における「隣保事業」の概念を記

しておこう。

1．帝大セッルメント（昭和11年）
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川西：社会事業ならびに戦時摩生事業期における都市隣保事業研究の方法論的課題について

　 帝大セツルメ ントは社会事業期にのみ存在した。”「東京

1帝国大学セッルメント規約（昭和∫1年6月改正刀3）には，

第二条に「本会ハ無産市民ノ救済及ビ向上ヲ計リ，教育

ノ機会ヲ提供シ，〕之二 ヨリ種々ノ調査研究ヲナスヲ目的

トス」と目的が誰われ，第二十六条に「本会ハ目的事業

．遂行ノ為左ノ各部ヲ置ク』総務部よ1・託児部，児童部，等市

民教育部，図書部，調査部，法律相談部，医療部1』と組

織が規定されている。「無産市民」の字句から気づかせら

れるとおり，帝大セッルは本来的に労働運動吃r社会運動

に連らなる性質のものであった。4）しかし現実には，以

下にみられるとおり，次第にその本来的活動が制約され
た。5）

　 「創業と準備の時代を経て第一期は，労働学校開校を以て始．

　まり，消費組合運動への気運を以って終った時代であり，

　第二期は此蔽組合を中舛した協間組合化岱の努力の町
　、代であったo第三期に客観的情勢め推移により，セッルメ
　　　　　　　　　　　　　　の　　ヨ　　　の　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　じ　　 　　　　じ　　　　　　 　　　ヒ　　　ニ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ントが学生社会箏業団体としての全き性質の中に活動せん
　　　　　　　　　　ロ　リ　ロ　ロ　　　　　し　　　　　　　　　　　　　し　　　　　し　　　　　し　リ 　　

　としている現在の時期である」（紡点簗者）
　　●　　o　　●　　o　　o　　O　　o

2． 東京府社会箏業協会南千住隣保館（昭和3年）

　南干住隣保館がこの時期に 「隣保事藁」の目的として

以下の内容を発表しでおり参考になるr。6〉』

　「隣保泓業は民主思想から起って居るが，然しそれは凡てを

　平等化するものではなく・して機能本位の社会を基礎とする

　ものである’・而してその目的とする斯健窮迫したる生活を

　営む労働者階級の人々に自掌≧向上を促レ準をで隼活教警

を図る肺を 騨） コ卯紳紳鯉灘又畔説では
な傑生活脚頃簾し焔結果を見る迄嚇麟雌
の脚ある・期象とする威は各々地方醐小社会セ軽’

　がら従うて其内容は各地域の要求により異るぺきセある』

　即ち小社会を単位とするケ』スワークに櫨り其地方φ事業1

　の性質が定まる駅である0－

　 然れ共隣保事業とレて大体欠くζとの出来難も｝要素瑚蔑

　つかある，乃ち先第rに降保館に対象地域に於サる社会隼

　活の中心となり，公民としてΦ精神を錬り耳自湾の奥ヵを

．、獄郊糊蝸こと涕二は儲及教｛ピ姻として榊
　的，経済的．其他衛生上等各方面に直接間接に生活改善‘ご

　貢献する こと ，第三には社交的機関として各方面の人々が

　閑暇を利用して桀含し友誼的篠触を彗レそれにょり て相互

　の向上を犀る弔ζザ第巴に噂保事業に固定し声ものマなく

　社会改善に歯する諌験所とな苓べきことである，何故獄れ

　ば現在の社会め欠陥を補ふべく興らた此礁業が従来のこと

　のみを行って居たのでは到底改善を促すことが困難ぞあり，

　又不可能である，そこで健全な新社会を構成すべく進んで

’試験的な事実を行ふごとは隣保事業の重大な使命であちね

　ばならぬ，最後に現今の本邦の縁況脅践る1；未だ鴛会政策

　上及び社会事業の施設が甚だしく不足であるに鑑みて広義

　の救済箏業を必要とする場合が多いからこの方面にも留意

　することが肝要である」

　ててでも 「労働者階級」は語られているが△」方で，

隣保館ば （労働者の〉 「公民としての精神を錬るコ機関と

されている。しかし，帝大セッルにせよ南干住隣保館に

鮎、日裡外来艶 、“セ艶樫ド鱗盤うにか
して根づかせようとしている点でr致しているように思

われる6

　だが「隣騨業」 』め概念ば必戦時厚生事業期にさしカ》

かっでさら‘峻化 じてゆく♂それ熔セッ1ルメントに，

日本語とヤて紫稗鰍こ徳用誉れてレヅギ1隣堺J皆あてた

ことも原因しているかもしれない。許、．

W　戦時厚生事業期における『「隣保事業」

　帝木セツタメン「ト、牟閉緕され愛育隣保館が発足した曜

和13年は乳厚生省設寧』1社会事業球尭布≧ 煽・，う社会事業

行政全般に関わる木改革Φ行なわれた年で、もあった。後

の厚生省官僚は当時の状況をつぎのように概揺してい
る。7）

　r満殉班変ふぢ支蔀瞬変1天平痒峨事と時庸の推移ばづれ｝

　社会寧業は行政上匝要な問題であると認めなが、ら
， 実際に

　は聾争潔行と勝利をめざす国筆¢前には後退を余儀なく岩

屯物聯る9粘て瞭墜臓祉、レての人噸灘、、二

聯囲課た躰う噸睦？、 鱗舩礫黙政聯、・
．と鱒準嘘暁麺入幽締嫉瞬』樋轟1

　も影をびそめ・rただ総力戦めム翼として∫勤労国民を対象

　とする社会政策の中に現われた欠陥を救済する諭度と考え斎

　られていた。さらに社会事業施題φ生産的役却べの転換は

稼鱒韓燃興讐撃r難幾て戦時曝蛎
碑弊軽行施窪煙驚5・，働て・』嘩地勲

行騨騨禦警轡咋活騨ま厚生懲購
　たξ．

　　瞬う僻会疎鯵轡筋ださ糠当癖解ざ
塵禰が・、甲和鞭鯛騨布赫塵鰹籍騨うり

　社睾事業法は勇社余事掌φ簿隅皆規定し㌧取庵参母会』

事業団体に補助金を棄付レ、うう塗ゑ講ずる．と ともrζ航社

会事業の指導監督の徹底を図ることを主要な内容とし宅，

成立したさ「隣保事業」・は診「社会事業法第」条ノ規定二

依瑠業指脚璽解柳年6脚日齢4碑取よ
り・「其ノ他齢ヲ膨牌スノレ騨4，醐軽纏力～
そあ解説ほ以†の通わゼあお。甲．

　「五ゲ其の他勅令を以て指定する事業ヤ（法第r条第五号）

　〔イ1隣保事業（勅令第四四五号第一条策7号＞ 汽・り 1

　　隣欄勘蘭i構き近接地騨鱒1トと塑碁9糟
　　 髄解繍曜融向上を邸総脚律鱒獅獣
　　 ？て挙梨斧内容には母と言ふ定ま？光も中1ま参≦茸の『

　　 場涜其の粕手，其め時書徽うて虞々であ1るす・椛ゼ・

　　・注意すべきは人事相談や児澁遊園め麺ぐそれみみぞばf

、、
：、本法の適用を受けない群業も隣保事業の白部分と．しτ庫
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　　は本法の適用を受ける。現在行はれてゐる隣保事業の

　　内容を観るに次の三，四又はそれ以上の撫業を包含し

　　てゐるo

　　①　託児所
　　121保鵬喋（施薬．救療，助産，健康相談，鮪学

　　　　校又は林間学揆）

　　③　経済保霞事業（授産，就職斡旋，政府払下米廉売，

　　　　牛乳配給，簡易食堂，理髪其の弛貧困者に対し藪

　　　　極的には収入の途を講じ，消極的には生活費の軽

　　　　減を図る砺業）

　　㈱　各種相談事業（人箏，法律，教育，家計）

　　151閑時利尋又は教化事業

　　　④児童図書館，児覚遊園，復習会又は青年学校令に

　　　　依らざる補習教育
　　　◎子供の会，母の会，窮習会，講演会，鏡番会、研

　　　　究会，其の他精神修養に関する事業

　　　0映画会，演劇会，音楽会，迩動会，旅行会其の他

　　　　慰安又は娯楽に腿する雛業

　　右の外近接地区民の生活状態蛇に其の対策如何の調査

　　研究をなし社会に貢献するものも少くない」（來京府学

　　　務部社会課による）

　これを，戦時厚生箏業期における「隣保事業」定義の

一典型とし，その性格にっいては，英米両国から学んだ

セッルメントワークの実践的メニ畠一を大部分継承しな

がら，「隣保相扶の情誼」に表現されるように，日本的隣

保の特性をその事業精神の基盤においたものであると，

一応規定しておく。ところが，東京府学務部社会課は，

この4年前，つぎのように．より卒直に同様の定義を下

している。9）

　「隣保駆業とはどんな事業であるかと云ふと，この事業の名

　称は日本古来の善美なる糟慣である隣保相扶の観念から発

　した隣家相互に助け会うと云う文字を用ひたもので，それ

　が外来のセツルメント，又は大学拡張那業の如き内容をも

　含めた那業で目下の所その主なる礁業の中心は児童保護，

　児壷教化にカを注いで居るが，今後は徒弟の教育，成人教

　育にもカを注ぐ傾向を示して居る，その雛業内容を挙げる

　と①乳幼児保継箭業（健康訪問，健康相談．妊嫡相談，臨

　海学校，林閥学絞，診療）、121乳幼児保育事業，131閑時利導

　毒業（図書館，児湿遊園，復習会，各種倶楽部），㈲徒弟教

　育（商工硅弟職業指導，裁縫夜学其他補修教育〉，㈲人事相

　談（戸籍，就学，家計．職業），⑥宿泊事業（婦人，母子，

　父子），171各種築会く戸主会，母の会，子供会），廉価販売

　（政府払下米其弛），⑧社会ぴ業の迷絡救済，等にして，こ

　の中全部又は一部をその団体の所在地を対象として施行し

　居るのであります』

　すなわち，先に規定した戦時厚生事業期における「隣

保事業』の性格は，昭和10年ごろにはすでに成立してい

たと考えられる。それは隣組等の隣保組織の強化と軌を

一にしていたと推測したとしても誤りとはいえまい。日

本では「改新期を迎へたときには，いつも隣保の強化が

くわだてられ」1ωてきたので，未曽有の国難に向いつつ

あったあの時代に，外来のセツルメントワークが。徐々

に，日本的隣保強化の渦にまきこまれていったのは必然

的帰結であったであろう。そのような時代の大きなうね

りのなかで，二葉保育園は事業を継続したが，一方で縁，

帝大セッルメント閉鎖→愛育隣保館開設という歴史的転

換が起った。

V　おわりに

　小論は，二葉保育園，帝大セッルメント，愛育隣保館

の各施設史を構成するために予備的に作成したメモであ

り，粗雑きわまりないものであるが，その意図は，各施

設を，当時の社会的枠組のなかでとらえようとすること

にあった。行政所管課による調査の分析も，各時期にお

ける「隣保事業」概念の検討も，かかる意図の下に企画

された。

　各施設箏業の歴史的評価は方法論的に厳密さを要求さ

れるべきである。たとえぱ帝大セッルメントは，これま

で唯物史観の圧倒的な影響下で轡かれた先行業績によっ

て（注のの高島論文がその例），高く評価されているけれ

ども，その評価の根拠は，事業実践者の書いた思想表現

に余りに多くを負っているように思われる。もう少し事

業経営，事業実践そのものに即して，財政基盤の推移の

状況等に目配りすべきであろう。

　これを帝大セツルと愛育隣保館との関係でいえば，帝

大璽ツル代表者穂積重遠は，恩賜財団愛育会設立当初よ

り理事に就任しているし，帝大セツラーの一人渡辺某氏

は愛育隣保館でもセッラーとして活躍している。このよ

うな人脈の連続を無視することは適当でない。華者は先

行業績に多くを負いつつも，より広範囲の箏実の収集に

よって，狭小な理解を脱したいと強くねがう。

　同じく評価が気になることとして「日本的隣保」があ

る。先の文脈から，「社会教化」とは畢寛「日本的隣保強

化」にほかならない（表9，分類項目参照）と指摘す

るまではよいとして，それ以上「日本的隣保」の価値批

判を続けるエネルギーを，施設史の構成に注ぐ方を筆者

は選ぶ。それは「日本的隣保』の消極的価値擁護を意味

するであろう。

　結局，歴史的構成が，評価もしくは批判に先立つので

あるが，歴史的構成の方法論は小論のごとき予備的ノー

トを要請するものである。

（注）

D仲村優一「社会事業」仲村他編『現代社会福祉事典』
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